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「兵庫・憲法県政の会」検索！ 【部内資料】 

 

「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
は
２
月
18
日
、
神
戸
市

内
で
第
12
回
定
期
総
会
を
開
き
、
29
の
加
入
団
体
・
地
域
の
会
か

ら
67
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
夏
の
知
事
選
挙
に
む
け
た

「
基
本
戦
略
」
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
特
別
決
議
「
戦
争
法
廃

止
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
共
同
の
た
た
か
い
に
総
力
を
あ
げ
よ

う
」
を
採
択
し
ま
し
た
。 

 
 

 

総
会
で
は
、
北
川
伸
一

事
務
局
長
が
知
事
選
挙
に

む
け
た
政
策
活
動
、
地
域

の
会
の
活
動
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
分

野
な
ど
の
強
化
、
選
挙
直

前
と
な
る
来
年
４
月
の
大

集
会
の
開
催
、
候
補
者
選

考
の
と
り
く
み
な
ど
を
報

告
・
提
案
。
田
中
耕
太
郎

代
表
幹
事
が
役
員
体
制
、

松
山
秀
樹
代
表
幹
事
が
特

別
決
議
の
提
案
を
行
い
ま

し
た
。 

 

討
論
で
は
、
「
地
域
の

会
が
、
加
入
団
体
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」

「
医
療
や
社
会
保
障
に
見

識
の
あ
る
知
事
を
」
「
米

軍
を
防
災
訓
練
に
参
加
さ

せ
る
な
ど
戦
争
法
の
方
向

に
手
を
貸
す
県
政
の
転
換

を
」
「
３
月
の
い
っ
せ
い

宣
伝
、
10
月
の
シ
ン
ポ
に

向
け
地
域
の
会
の
強
化

を
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
喜
田
結

県
議
が
、
県
の
新
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
、
「
国
の

意
向
に
沿
っ
て
組
ん
だ
も

の
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
の
世
論
と
運

動
、
議
会
論
戦
で
切
り
開

い
た
前
進
面
も
あ
る
と
報

告
し
ま
し
た
。 

の
り(

憲)

の
り(

法)

コ
ラ
ム 

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
ら
ぬ
ネ
コ
ノ

ミ
ク
ス
？
」 

 

最
近
、
猫
ブ
ー
ム
ら
し
い
。
今

年
初
め
て
ペ
ッ
ト
の
数
で
ネ
コ
が

イ
ヌ
を
上
回
る
見
込
み
。
写
真
集

も
グ
ッ
ズ
も
ブ
ロ
グ
も
大
人
気

で
、
そ
の
経
済
効
果
は
２
・
３
兆

円
と
か
。
「
ネ
コ
ノ
ミ
ク
ス
」
と

Ｔ
Ｖ
で
言
っ
て
い
た
。
▼
景
気
は

ど
う
だ
ろ
う
。
求
人
に
つ
い
て

は
、
「
今
は
人
手
不
足
で
売
手
市

場
だ
」
と
言
う
人
も
い
る
。
だ
が

私
に
は
景
気
の
高
揚
感
は
な
い
。

４
０
年
近
く
前
に
な
る
だ
ろ
う

か
、
誰
か
か
ら
「
不
景
気
に
な
る

と
、
ま
ず
歯
科
医
と
理
美
容
店
か

ら
客
足
が
遠
の
く
」
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
、
以
来
こ
の
２
つ
を
自

分
で
も
景
気
判
断
の
材
料
と
し
て

き
た
。
▼
先
日
、
混
む
と
い
や
な

の
で
平
日
の
朝
一
番
に
理
容
店
に

行
っ
た
が
、
自
分
が
終
わ
る
ま
で

の
約
１
時
間
半
、
他
の
客
は
来
な

か
っ
た
。
数
年
前
ま
で
３
週
先
に

し
か
予
約
の
取
れ
な
か
っ
た
歯
科

医
院
は
、
そ
の
週
の
う
ち
に
診
察

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
東

京
が
ど
れ
だ
け
賑
わ
っ
て
い
よ
う

と
、
Ｔ
Ｖ
が
何
と
言
お
う
と
、
肌

で
感
じ
た
不
景
気
に
は
ぞ
っ
と
す

る
も
の
が
あ
っ
た
。
▼
異
次
元
の

金
融
緩
和
で
１
０
０
兆
円
の
国
債

が
当
座
預
金
に
変
わ
っ
て
お
り
、

今
年
日
銀
の
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」

政
策
で
ま
た
国
債
を
売
り
ま
く

る
。
戦
前
の
戦
費
調
達
手
法
の
よ

う
に
。
そ
の
先
は
…
、
紙
幣
が
た

だ
の
紙
切
れ
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
や
は
り
、
「
ネ
コ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
効
果
が
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン

し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
他
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
で
も
、
私
は
柴
犬
が

好
き
だ
な
。
（
Ｍ
） 

【
論
点
の
提
案
か
ね
た
あ
い
さ
つ
】 

石
川
康
宏
代
表
幹
事 

政
治
と
国
民
意
識
の
変
化
に
対
応

し
た
「
会
」
の
取
り
組
み
を 
 

本
総
会
の
目
的
は
、
国
政
・
県
政
の

情
勢
の
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
、
組

織
・
政
策
・
候
補
者
づ
く
り
な
ど
の
基

本
戦
略
と
役
員
体
制
を
決
め
る
こ
と
で

す
。
13
年
の
前
回
選
挙
で
、
田
中
耕

太
郎
さ
ん
は
62
万
票
、
過
去
最
高
の

得
票
を
得
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
大
き

な
政
治
の
変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

戦
争
法
の
強
行
を
き
っ
か
け
に
、
市

民
と
野
党
の
共
同
で
新
し
い
政
権
を
め

ざ
す
運
動
が
全
国
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
に
基
づ

く
戦
後
最
大
規
模
の
運
動
が
各
地
で
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
会
の
と
り
く
み
も
、
政
治

と
国
民
意
識
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し

て
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新

し
い
共
同
を
県
内
で
も
模
索
す
る
、
県

民
の
様
々
な
運
動
に
積
極
的
に
か
か
わ

り
な
が
ら
、
地
方
政
治
、
地
方
政
権
を

か
え
る
と
い
う
課
題
を
、
多
く
の
県
民

の
中
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
独
自
の
役
割

を
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

「県は中小業者施策の拡充を」 

   １５年１１月１２日（上） 
 

県民いじめの｢行革」ストップ！要求実現連絡会     

   対県交渉 １５年１２月１６日（右上） 
 

「戦争法廃止を」民主・共産・新社会代表が訴え 

   １５年１１月２３日（右）  



 

 

【
発
言
】 

明
石
の
会
・
芝
本
泰
文
事
務
局
次
長 

 
選
挙
の
前
だ
け
の
活
動
で
は
あ
か
ん

と
保
育
や
災
害
な
ど
の
学
習
会
に
と
り

く
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、
「
ワ

ン
コ
イ
ン
カ
ン
パ
」
が
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。
戦
争
法
を
廃
止
さ
せ
よ
う
と

「
総
が
か
り
行
動
・
明
石
」
も
立
ち
上

げ
、
共
同
の
運
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。 

 

 

沖
縄
の
選
挙
支
援
の
経
験
か
ら
も
、

地
域
の
会
が
力
を
も
ち
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に

な
る
ぐ
ら
い
力
を
入
れ
て
い
く
選
挙
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

保
険
医
協
会
・
西
山
裕
康
理
事
長 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
沖
縄
基
地
問
題
、
消
費

税
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
ど
、
国
政
は
民

意
と
ね
じ
れ
て
い
ま
す
。
共
産
党
は
、

国
民
連
合
政
府
と
い
う
思
い
切
っ
た
旗

を
た
て
ま
し
た
が
、
与
党
が｢

論
点
」

の
肩
す
か
し
で
、
消
費
税
増
税
中
止
を

う
ち
だ
し
、
衆
参
同
時
選
挙
に
で
た
と

き
の
対
抗
策
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

医
療
や
社
会
保
障
で
、
県
の
権
限
が

強
く
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
県
知
事
選

挙
は
い
っ
そ
う
重
要
で
す
。 

 

 「変えよう！兵庫県政」 第２２号 ２０１６年３月１日（２） 

地方自治は、いま大きな危機を迎え

ています。安保法制は昨年９月１９

日、強行採決されましたが、国民の過

半数が反対し、多くの地方議会が反

対・慎重審議の意見書をあげました。 

平和主義・民主主義・立憲主義をめ

ぐる対決点は、個人と国の対立である

とともに、地方と国との対立でも現れ

ていると考えます。沖縄は、それらを

軸に国とたたかっています。「地方創

生」の圧力・誘導は、道州制や新たな

市町合併を招く軸になっています。 

道州制は、「戦争国家」の準備とい

う指摘もあります。地方自治を守り、

地方から政治を変えるとりくみが重要

になっています。連帯しましょう。 

原
水
協
・
梶
本
修
史
事
務
局
長 

 

県
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
県
政
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
法

の
発
動
に
よ
っ
て
港
湾
、
空
港
な
ど
が

米
軍
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
沖
縄
の
よ
う

な
こ
と
が
お
き
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。 
 

 

県
内
で
は
、
米
軍
の
低
空
飛
行
訓
練

が
横
行
し
、
県
政
は
、
米
軍
を
防
災
訓

練
に
参
加
さ
せ
た
り
、
姫
路
港
に
米
軍

艦
船
を
入
港
さ
せ
る
な
ど
戦
争
法
の
方

向
に
手
を
貸
し
て
い
ま
す
。
高
浜
原
発

の
再
稼
働
で
も
容
認
に
舵
を
き
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
県
政
に
抗
議
し
、
転
換

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

来賓あいさつ 
兵庫県自治体問題研究所 

岡田章宏理事長 

西
区
の
会
・
松
本
勝
雄
さ
ん 

 

生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
車
や
路
線
バ

ス
が
削
ら
れ
る
な
ど
、
公
共
交
通
の
危

機
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
粟
生
線
の
会

と
し
て
、
兵
庫
県
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
請

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
県
は
高
速
道
路

の
建
設
に
は
熱
心
な
の
に
、
公
共
交
通

へ
の
支
援
は
弱
い
で
す
。 

 

た
と
え
ば
北
近
畿
鉄
道
は
京
都
府

が
、
京
福
電
鉄
は
福
井
県
が
、
貴
志
川

線
は
和
歌
山
県
が
そ
れ
ぞ
れ
再
生
の
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
に

し
っ
か
り
と
役
割
を
は
た
す
県
政
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

共
産
党
・
松
田
隆
彦
委
員
長 

 

安
倍
政
権
は
、
改
憲
と
と
も
に
、
参

院
選
に
む
け
て
、
「
経
済
で
結
果
を
だ

す
」
と
、
支
持
を
得
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
大
企
業
さ
え
応
援
す
れ
ば
国
民

に
回
っ
て
く
る
と
い
う
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ

ン
は
、
完
全
に
破
た
ん
し
て
い
ま
す
。 

 

 

戦
争
法
廃
止
の
２
０
０
０
万
署
名
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
消
費
税
増
税
中

止
、
社
会
保
障
の
拡
充
、
人
間
ら
し
く

働
く
ル
ー
ル
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
撤
退

で
、
日
本
経
済
の
再
生
、
財
界
応
援
か

ら
く
ら
し
応
援
へ
の
転
換
を
訴
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
兵
庫
県
政
で
も
県
民
の

く
ら
し
応
援
の
政
治
に
切
り
替
え
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

兵
商
連
・
磯
谷
吉
夫
会
長 

 

兵
商
連
は
、
県
内
全
自
治
体
と
懇
談

し
ま
し
た
が
、
「
こ
ん
な
た
い
へ
ん
な

と
き
に
、
県
は
何
も
し
て
く
れ
な
い
」

と
自
治
体
は
頭
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
振
興
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
が
大

事
で
す
。
消
費
税
再
増
税
は
不
可
欠
と

す
る
知
事
の
姿
勢
は
許
せ
ま
せ
ん
。 

 

知
事
選
挙
ま
で
１
年
５
ヵ
月
で
す
。

新
し
い
市
民
運
動
と
の
共
同
、
連
帯
の

と
り
く
み
を
思
い
切
っ
て
広
げ
ま
し
ょ

う
。
地
域
の
会
の
活
動
強
化
へ
、
加
入

団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
地
域
組
織

に
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
、
全
県
的
な

と
り
く
み
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

【
閉
会
あ
い
さ
つ
】 

武
村
義
人
代
表
幹
事 

 

私
た
ち
保
険
医
協
会
で
は
、
患
者
負

担
増
阻
止
へ
、
「
署
名
を
広
げ
る
の
は

待
合
室
か
ら
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
や
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
が
あ
な
た
に
、
ど
う
伝
え
る
か
。

伝
え
る
力
が
、
安
倍
政
権
の
暴
走
政
治

を
止
め
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
地

道
な
運
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
事
な

運
動
で
す
。
あ
な
た
の
ま
わ
り
か
ら
一

人
ひ
と
り
に
話
し
か
け
、
こ
の
運
動
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。 

戦争法廃止、２０００万

署名の成功へ 
○地域の会は３月全県いっ

せい宣伝の具体化を 

○加入団体は３月２２日

（火）午後５時３０分、神

戸元町大丸前宣伝に参加を 

市民にあたたかい神戸をつくる会   

津川知久共同代表 

 「苛政は虎よりも猛なり」という孔

子の言葉があります。きびしい政治

は、虎よりも恐ろしいというのです。 

 憲法尊重・擁護の義務のある総理が

改憲を主張し、兵庫県は予算で中小企

業より大企業を優遇し、神戸市は、借

り上げ復興住宅から出ていけと裁判所

に訴えるという極悪非道をおこなって

います。それを許しておくわけにはい

きません。 

 私たちは、国政、県政、市政を転換

する展望をもっています。３月には、

私たちの会も総会を開き、神戸市長選

挙をたたかう方針を確認します。キー

ワードは地域。地域から要求実現の横

のつながりを広げましょう。 

 「政治を変えてほしい」という思い

は、強くなっています。二人三脚でが

んばりましょう。 

 

 

田
中
邦
夫
事
務

局
次
長 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
向
上
委

員
会
を
立
ち
上

げ
、
４
月
に
２
回

目
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

を
開
き
ま
す
。
多

く
の
人
に
新
た
に

挑
戦
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

選
挙
活
動
を
支

え
る
地
域
の
会
の

活
動
再
開
・
強
化

が
決
定
的
に
重
要

で
す
。
３
月
の
一

斉
宣
伝
、

10

月

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
向
け
地
域
の
会

の
と
り
く
み
の
強

化
を
よ
び
か
け
ま

す
。 


